
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回区別申し入れを行った機関は次の通りです。 

申２４号 川崎運輸区分会 全１１項目 

申２５号 鶴見線営業所分会 全 ７項目 

申２６号 相模原運輸区分会 全２４項目（行路３件、ダイヤ９件、車両５件、設備７件） 

申２７号 横浜運輸区分会 全１０項目（共通４件 運転士４件、車掌２件） 

申２８号 大船運輸区分会 全１３項目（共通２件 運転士９件、車掌２件） 

申２９号 茅ヶ崎運輸区分会 全 ９項目（運転８件、行路１件） 

申３０号 国府津運輸区分会 全３３項目（共通１９件、運転士７件、車掌７件） 

申３１号 熱海運輸区分会 全２６項目（共通５件、運転士１５件、車掌６件） 

申３２号 横浜支部営業職場 全 ８項目 

ダイヤ改正検証議論を通じ、現れた課題を労使で一致させ、次のダイヤ改正への反映と、 

より良い労働環境にしていくために、地本は各機関と共に団体交渉をつくりあげていきます。 
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「２０２６年３月ダイヤ改正」では、南武線に続く長編成ワンマンとして横浜線ワンマン運転が

開始され、列車ダイヤにおいては、特急「湘南」の増発や、南武線の表定時分・折返し時分の見直

し、横浜線と根岸線の直通運転拡大が行われています。また、磯子駅における車内貫通作業省略の

本実施と乗務員による駅での車内貫通作業の拡大、熱海駅での本線乗務員による分割併合作業の対

象列車拡大についても行われ、ダイヤ改正と同時に運賃改定も実施されています。 

ダイヤ改正からまもなく三ヶ月が経過しますが、職場での検証の取り組みにおいて「食事時間・

睡眠時間が改善されない」「お客さまの利便性が向上しない」「これまでの議論が未だ反映されてい

ない」など、組合員から声が上げられています。 

ダイヤ改正検証議論を通じて課題を抽出し、次年度のダイヤ改正に反映させて「安全・健康・ゆ

とり」ある労働環境が実現されなければなりません。よって、各職場からの検証を通じて現れた課

題をもとに、横浜支社に対して以下９つの区別申し入れを行いました。 

 

http://www.jreu-yokohama1.jp/

